
私たちは、包装産業と 

包装学をうまくつなぎ、こ

こにオープン＆クローズ

戦略を組み入れて社会

実装することを重要課題

の１つと考えて活動して

います。

包装産業 × 包装学

明治大学高分子科学研究所

いくつかのエリアをつな

いだ経済圏ごとに生分

解性プラスチックによる

資源循環システムこそ

究極の「地産地消型

サーキュラーエコノミー」

ではないでしょうか。

明治大学高分子科学研究所の取り組み
～ オープン＆クローズ戦略 ～

生分解性バイオマスプラスチックを活用した
サーキュラーエコノミーの導入イメージ

（動脈ルート : 赤色、静脈ルート : 青色）

〒214-8571 神奈川県川崎市多摩区東三田1-1-1 明治大学高分子科学研究所
永井一清（ながい かずきよ） E-mail: nagai@meiji.ac.jp



天然資源の包装産業での活用

最近の膜科学研究の方針

天然資源のモノマテリアル研究の例

〒214-8571 神奈川県川崎市多摩区東三田1-1-1 明治大学高分子科学研究所
永井一清（ながい かずきよ） E-mail: nagai@meiji.ac.jp

～ セルロース以外に膜材料として工業利用できる天然資源が本当にないのか？ ～

モノマテリアルで利

用可能かつ使用後

にコンポスト（堆肥）

処理することを念頭

に置いており、コンポ

スト化を妨げる添加

物を加えないで製品

に必要な特性が出

せるかどうかを本探

索研究のポイントと

しています。
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